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７月、経験を広げる子どもたち～体験を経験に～ 

                                   園長 馬見 雅子 

 朝、園バスを降りて園舎へ向かう子どもたちを出迎えていますが、園舎までの上り坂を元気いっ

ぱいの「おはよう～！」の声と共に駆け上がってくる子どもたちがたくさんいます。なんでそんな

に走るの？とほほえましく思うのと同時に、その子たちの心身の元気さや生活の充実が伝わり、嬉

しくも思います。両手に年少の子を連れてくる年中・長児、友達と手を繋ぐことが嬉しい年少児、

周りの景色や足元の虫に目を向けながらゆっくりと上がってくる子もいます。１学期の生活を通し

て子どもたち一人一人が園生活を楽しめるようになった様子が伺えます。 

 園舎前の好きな遊びでは、夏ならではの遊びが展開されています。 

草花を使った色水遊び、たたき染め、花束作り、畑の水やり、草取り、 

虫捕り、うさぎとの関わり、鉄棒・登り棒の挑戦、リレー、バーベキュー 

ごっこ、砂場・水・泥遊び、その他名もなきたくさんの遊び。それらの遊 
びには、教師が意図して計画し、取り入れていくものもありますし、子ど 
もからの要求や生まれてくるものもあります。そして、子どもたちの要求 

には年上の子たちの影響が大きく反映されているものもあります。昨年まだ 

年中だった子どもたちが今年は鉄棒に挑戦し、リレーや虫捕りをリードして 

います。塩ビ管を使ったダイナミックな水泥遊びでは、年上の子の影響を受 

けた年少の子どもたちも教師と一緒に楽しんでいます。様々な場面で、 

年長・年中・年少児が関わりながら遊ぶ姿が見られています。 

異年齢児の関わりの中で遊びの伝承が行われ、その中で新しい興味関心・ 

発見が広がり、楽しみや自信が生まれてくることを感じました。 

また、今の時期は、人や物との関わりが増え、動きが大きくなってくることで、友達とのトラブルや転ん

だりぶつかったり、といったことも増えてくる頃です。友達とのトラブルでは、自分の思いの伝え

方や相手の思いに気付くこと、友達とペースを合わせたり距離感を考えたりといった体験をしてい

ます。転んだりぶつかったりする体験から、状況に合わせて体を動かすこと、物の性質、自分の体

がどう動くのかといった大切なことを学んでいます。どちらも体験を繰り返しながら経験として学

んでいくものです。そして教師たちも、大きな事故にならないよう様々な想定をし、準備と教師間・

子どもとの伝達を密接にしながら、体験を意味のある経験としていけるように、と話し合っています。 

 夏休み中、ご家族の方と一緒に子どもたちは様々な体験をすることでしょう。きっとどれもが大

切で素晴らしい経験となる事でしょう。２学期にひとまわり大きくなった子ども会えるのを楽しみ

にしています。 

 


